
英語科学習指導案 

 

実施学級 第１学年 １組 ３８名     

 実施日時 令和 ７年１１月１８日５時限   

  実施場所 １年１組教室         

  指 導 者 福永 千絵           

 

１ 単元名  Lesson7  一般動詞過去形 

 

２ 単元目標 

・過去の出来事や体験について、一般動詞の過去形を用いて自分のことを簡単な英語で表現し、

相手の話を理解してやりとりしたりすることができるようにする。 

・過去を表す表現の使い方を理解し、自分の経験を伝えようとする意欲を育てる。 

 

 

３ 評価の観点 

観点 評価観点別目標 

知識・技能 

一般動詞の過去形（規則動詞・不規則動詞）の基本的な形と用

法を理解している。過去を表す語句（yesterday, last week, 

ago など）を文中で適切に使うことができる。肯定文・否定文・

疑問文・短い応答などを正しく理解し、使うことができる。 

思考・判断・表現 

自分や他者の過去の出来事を、伝えたい内容や場面に応じて簡

単な英文で表現できる。相手の話す過去の出来事について、内容

を理解し、適切に反応することができる。自分の経験や感想を比

較したり、順序立てて話したりするなど、簡単な情報の整理がで

きる。 

主体的に学習に取り組む

態度 

自分の体験や出来事を英語で伝えようとする意欲をもって学習

に取り組む。間違いを恐れず、ペアやグループ活動を通して積極

的に表現しようとしている。学んだ表現を使って、友達とのコミ

ュニケーションを楽しもうとしている。 

 

４ 単元全体の指導計画（全７時間） 

第一次 ①/７ 

授業名 過去を表すことばに気づこう 

ねらい 
現在形との違いに気づき、「過去に起こったことを表すとき

には動詞が変わる」ことを理解する。 

「深い学び」への

指導ポイント 

生徒自身の生活を題材にして、「昨日何をした？」などの質

問から導入する。「時を表す言葉」（ yesterday, last 

Sundayなど）に注目させ、動詞の変化と意味のつながりを実

感させる。例文を絵や写真と結びつけ、場面のイメージを共

有する。 

第二次 ➁③/７ 授業名 一般動詞の過去形を使ってみよう 



ねらい 
一般動詞の過去形のつくり方（-ed など）と読み方を理解

し、肯定文を使って過去の出来事を表現できるようにする。 

「深い学び」への

指導ポイント 

「I played soccer yesterday.」など、身近な活動を例に文

づくり練習をする。過去形のつくり方の規則性に気づかせ、

自分で判断できるようにする。 

第三次 ④⑤/７ 

授業名 いろいろな文で伝えよう（否定文・疑問文） 

ねらい 
過去の出来事を問う・答える・否定する文の形を理解し、簡

単なやりとりができるようにする。 

「深い学び」への

指導ポイント 

過去形の場合は“do” → “did” に変化することを気づか

せる。ペアで “What did you do last weekend?” の会話練

習をする。聞く・話す活動を通して「文法」ではなく「伝え

るための形」として理解を深める。 

第四次 ⑥⑦/７ 

授業名 自分のしたことを紹介しよう（まとめ・発表） 

ねらい 
一般動詞の過去形を使って、自分の過去の出来事や体験を文

章やスピーチで表現する。 

「深い学び」への

指導ポイント 

学習した表現を使って、自分の経験（旅行・行事・休日な

ど）を発表。友だちの発表を聞いて質問をする活動で相互理

解を深める。文法の正確さだけでなく、「伝えたいこと」や

「表現の工夫」を評価の視点に入れる。 

 

 

５. 本時（第四次 １時間目） 

 (1) 本時の指導目標 

過去形を使って学校生活を振り返ろう ― What did you do last week? ― 

 

観点 目標 手立て 

知識及び技能 

一般動詞の過去形の文（肯定・否定・疑

問）の形と用法を理解し、意味のまとまり

として使うことができる。 

前時までに学んだ文型を復習

し、例文で確認。今までの習

った過去形の変化を整理。 

思考力、判断

力、表現力等 

「先週したこと」を相手に伝える目的で、

内容を選び、順序立てて表現できる。相手

の発言を理解し、質問やリアクションを返

すことができる。 

共同スライドに自分の 1週間

をまとめ、可視化する。発表

活動では「相手に伝える」

「質問する」両方の視点を持

たせる。 

主体的に学習に

取り組む態度 

自分の学校生活を題材に、学んだ表現を使

って積極的に伝えようとする。ICTを活用

し、自分の表現をふり返り、改善しようと

する。 

授業の終わりにデジタルポー

トフォリオに「今日できたこ

と」「次に使いたい表現」を

記入し、自己評価を促す。 

 

 (2) 教材 

タブレット端末、既習表現の復習用資料 

 

(3) 学習指導場面の工夫 



学習形態 場面・工夫 

一斉指導 

導入では、英語でのあいさつやスモールトーク、クイズ活動

を通して、生徒全員が学習内容を楽しく共有しながら、過去形

を使った表現に親しむ機会をつくる。さらに本時の目標を明確

に提示することで、学習の見通しをもたせ、全員が同じ方向性

をもって学びをスタートできるようにする。 

個別最適な学び 

展開では、生徒一人ひとりが自分のペースで文法を確認した

り、自分の体験をもとに英語で文を作成したりする活動を通し

て、学習内容を自分事として捉えられるようにする。 

協働的な学び 

まとめでは、作成したスライドをペアやグループで共有し合

うことで、他者の表現やアイデアに触れ、自分の表現を見直し

たり新たな気づきを得たりすることができる。また、相互にコ

メントや感想を伝え合うことで、英語を使ってコミュニケーシ

ョンを図る力や表現を楽しむ態度を育む。 

  

(4)補足資料 

動詞の過去形.pdf  

過去形フラッシュカード.pdf 

Model_Writing_Past_Tense_Level1to3.pdf 

 

(5)学習の展開 

 
学習者の活動 

「深い学び」につながる学

習形態における支援 

学習

形態 

GIGA端末・
クラウド環境の
活用 

導

入 

10

分 

・英語であいさつとスモールトーク

をする。 

 

 

 

 

 

・「先週どんな 1 週間だった？」ク

イズ形式で振り返り 

・“How are you?” “How 

was your weekend?” な

ど既習表現で自然に交

流。 

・「英語で話す」雰囲気づ

くりをする。 

 

・英語を使う必然性を体感

させる導入。 

・クイズ形式で活動をす

る。 

・「過去形を使う必然性」

一斉 

 

 

 

 

 

 

一斉 

個別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Forms 

【 振 り 返

る ク イ

ズ】 

資質・能力が育成され「深い学び」が実現している生徒の姿（学習活動の場面） 

 生徒は、自分の 1週間を英語でまとめ、スライドを使って発表し合う。これまでに学んだ過

去形の知識を活用しながら、自分の経験や感情を英語で表現しようとする。また、友達の発

表を聞く中で新しい表現に気づいたり、それを自分の言葉に取り入れようとしたりする姿が

見られる。 

https://nishiwakiboe-my.sharepoint.com/:b:/g/personal/fukunaga-chie_nishiwakiboe_ed_jp/ERhVJYP7fIlErDu1xVM1R-gBBCG3Av1vYfGu1um9Ul1m0w?e=9hf9gU
https://nishiwakiboe-my.sharepoint.com/:b:/g/personal/fukunaga-chie_nishiwakiboe_ed_jp/EQwptaFowVNPqnx1QnSi4XoBJYWkgdnR19rMZl9CjVWrwg?e=krPUE1
https://nishiwakiboe-my.sharepoint.com/:b:/g/personal/fukunaga-chie_nishiwakiboe_ed_jp/ER9jSExHj_pHgRJ9h-uM8RQBBwU6IZs--_MLgAuwDfcDXQ?e=Dffk0G


に気づかせる発問を行

う。 

 

 

展

開 

30

分 

・本時の目標を確認する。 

 

 

 

・文法確認をする。 

過去形の be 動詞・一般動詞の使

い方（was, went, played など） 

 

・「先週の学校生活」を英語で 3〜5

文書いてみよう 

 

・スライドで発表準備（自分の 1 週

間） 

 

・作品をペアやグループで見せ合う 

 

 

 

 

・自分のペースで復習・確

認ができるよう teams上

にも今までの学習のまと

めを提示する。 

・スライドを用いて、自分

の言葉で過去の出来事を

表現することで、文法の

理解を実際のアウトプッ

トに結びつける。 

 

・他者の表現に触れること

で、文法の使い方や表現

の多様性を学ぶ。 

 

一斉 

 

 

 

個別 

 

 

 

個別 

 

 

 

 

 

協働 

Teams 

【 流 れ の

確認】 

 

Teams 

【復習】 

Power 

point 

【 英 作

文】 

 

Power 

point【共

有】 

 

ま

と

め 

10

分 

・本時の振り返りをする。 

・次時の連絡をする。 

・学習課題に対するまとめ

を行う。 

 

 

個別 

 

Excel  

【 振 り 返

り】 

 

「My School Life Last Week」 

～過去形を使って、学校生活をふりかえろう～ 

 


